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本稿では，第一筆者が文部科学省の指定する学校DX戦略アドバイザーとして関わった埼玉県久喜市立久喜東小学校で

行われた第1 学年生活科の教育実践について，授業の実際及び成果と課題を報告する。 

GIGA スクール構想によって，児童生徒 1 人 1 台端末及び高速通信環境等が整備された。新しい学習環境を用いて学習

者主体の探究的な学びを実現することが低学年であっても要請されている。そこで具体的事例として，第 1 学年生活科単元

名「むしだいすき」の事例を取り上げ，単元のゴールや学習計画を共有する，児童が試行錯誤できる学習環境を用意する，

学習内容を振り返るといった 3 つ視点から，授業づくりの要点を考察した。また，他の学年同様に，低学年の生活科の授業に

おいても，GIGA スクール構想で整備された 1 人1 台端末及びクラウド環境を活用することの重要性を示した。 

         

 

はじめに 

 

GIGAスクール構想（後に詳述）においては，児童生徒に1人1台端末を整備するだけに留まらず

高速通信環境等の整備が進められた。今後，これらの新しい学習環境を活用しながら授業を実施し

ていくことが示されている（文部科学省,2021）。 

 学校教育を支える学習環境の大きな変化の中，小学校第1学年における授業は，スタートカリキ

ュラムを意識して展開することが重要であり，次に示すように，生活科を軸として授業を展開して

いくことが求められている（文部科学省,2017a）。 

 

 

――――――――    
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低学年では特に生活科を中核として合科的・関連的な指導の工夫を進め，指導の効果を一層高めるように

する必要がある。特に第1学年入学当初における生活科を中心とした合科的な指導については，新入生が，

幼児教育から小学校教育へと円滑に移行することに資するものであり，幼児教育との連携の観点から工夫

することが望まれる。 

 

 スタートカリキュラムとは，小学校へ入学した児童が幼稚園・保育所・認定こども園等の遊びや

生活を通した学びと育ちを基礎として，主体的に自己を発揮し, 新しい学校生活を創り出していく

ためのカリキュラムである（文部科学省,2015）。また，スタートカリキュラムには3つの効用があ

ると指摘されている（文部科学省,2015）。1 つめは幼児教育の考え方を取り入れることで，児童に

安心感が生まれることである。2 つめは，幼児期の経験を小学校の学習につなぐことで，児童が自

信を持ち成長できることである。さらに3 つめは，スタートカリキュラムを入り口として，6年間

を見通すことが児童の自立につながることである。 

 スタートカリキュラムが重視される中，第1学年の生活科において，1人1台端末及び高速通信

環境等の新しい学習環境を活用した教育実践は，今後いっそう充実されることが求められる。また，

新しい学習環境が整備され3年以上が経過している今，授業において1人1台端末等のICTを活用

することが目的ではなく，授業のねらいに応じた効果的な活用が求められている。さらには，効果

的な活用を通じて蓄積された実践知をもとに，探究的な学びを具体化する過程において，学習者自

身が学ぶためのツールを選択して学習を進めることが重要である（小林,2023）。 

 図1に示す「1人1台端末・高速通信環境」を活かした学びの変容イメージ（文部科学省,2020a）

においても，効果的な活用を示すステップ2の次には，探究的な学びを意味するステップ3が示さ

れていることは今後の授業を考える上で重要である。 

 

 

図1 「1人1台端末・高速通信環境」を活かした学びの変容イメージ 

 

現在必要なことは，小学校低学年，特に第1学年の中核となる生活科において1人1台端末を活

用した教育実践を報告し，成果と課題を蓄積することと考える。特に，効果的な活用の先に想定さ
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れる探究的な学びの教育実践の成果と課題を蓄積することには意義がある。 

そこで本稿においては，第一筆者が文部科学省の任命する学校 DX 戦略アドバイザーとして関わ

った埼玉県久喜市立久喜東小学校で行われた第1学年生活科の教育実践について，授業の実際及び

成果と課題を報告する。 

学校DX戦略アドバイザーは，文部科学省が実施する専門性を有した有識者の派遣事業である。令

和4年 ICT 活用アドバイザー事業の後継事業として，令和5年度から学校DX戦略アドバイザー事

業を実施している。1人1台端末を使った学びが本格化する中，教育の質の向上と効果的なICTの

一層の活用促進に向け，各学校の設置者等を対象に専門性を有した有識者を全額国費で派遣（助言・

支援）する事業である（文部科学省,2023a）。 

 

 

GIGA スクール構想の実現 

 

 社会はSociety 5.0の時代を迎えようとしており，IoT，ロボット，人工知能（AI），ビッグデータ

等の新たな技術が進展し，世界が大きく変化しようとしている。そのため，学校教育においても ICT

環境の整備の必要性が議論され，「安心と成長の未来を拓く総合経済対策」（内閣府, 2019）において

次のように示された。 

 

 初等中等教育において，Society 5.0という新たな時代を担う人材の教育や，特別な支援を必要とするな

どの多様な子供たちを誰一人取り残すことのない一人一人に応じた個別最適化学習にふさわしい環境を

速やかに整備するため，学校における高速大容量のネットワーク環境（校内LAN）の整備を推進すると

ともに，特に，義務教育段階において，令和5年度までに，全学年の児童生徒一人一人がそれぞれ端末

を持ち，十分に活用できる環境の実現を目指すこととし，事業を実施する地方公共団体に対し，国とし

て継続的に財源を確保し，必要な支援を講ずること 

 

 これを受け，Society5.0の時代を生きる子供たちに相応しい，誰一人取り残すことのない公正に

個別最適化され，創造性を育む学びを実現することを目的として，1 人 1台端末と学校における高

速通信ネットワークが整備され，拡充も進められた（文部科学省, 2020b）。 

 

 

これから目指すべき授業の姿 

 

 学習指導要領では，児童生徒に育みたい資質・能力について，知識・技能，思考力・判断力・表

現力等，学びに向かう力・人間性等の3つの柱に整理している（文部科学省,2017b）。資質・能力を

育成するために，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が求められている。児童生徒

が主体的・対話的に学ぶためには，これまで行われてきた教師主導の一斉授業ではなく，学習方法

や学習時間の選択を児童生徒に委ね，自己決定していく学習者中心の教育が必要である。これまで

の学校教育においても個に応じた指導が行われてきたが，より一層重視することが求められており，

個に応じた指導を学習者の視点から整理した概念が個別最適な学びであると示された（文部科学
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省,2021）。 

 学習内容のより深い理解につなげるためには，他者との対話を通して互いの考えを共有し，異な

る考えを組み合わせることで，よりよい学びを生み出していくことが重要である。探究的な学習や

体験活動などを通して，児童生徒同士や社会の人々などの他者と協働しながら学ぶ協働的な学びは

これまでも行われてきたが，資質・能力を育成する上ではさらに充実させていく必要がある。 

 GIGAスクール構想によって整備された1人1台端末等の学習環境を生かすことで，個別最適な学

びや協働的な学びを充実させることが期待されており，実践研究も進められている。例えば，1 人

1台端末等の環境を活用した個別最適な学びに資する研究として，人工知能型教材に関する研究（山

本ほか,2018，津下ほか,2021），学習の記録を蓄積する e ポートフォリオに関する研究（渡辺ほ

か,2021，塩川ほか,2021），学習方略に関する研究（稲垣ほか,2023，佐藤ほか,2023）を確認するこ

とができる。また，協働的な学びに資する研究として，出された意見をグルーピングできる教育用

ソフトウェアを活用した授業の実証研究（岩崎ほか,2018），スライド作成アプリを活用した授業の

実証研究（北濱ほか,2022）を確認することができる。 

 

 

生活科における 1 人1 台端末の活用事例 

 

小学校学習指導要領では「学習活動を行うに当たっては，コンピュータなどの情報機器について，

その特質を踏まえ，児童の発達の段階や特性及び生活科の特質などに応じて適切に活用するように

すること」と記されている（文部科学省, 2017b）。さらに，ICT機器の活用においては，低学年児童

の発達段階や特性を十分配慮して振り返りや表現に活用して活動への意欲を高めるなど，計画的に

情報機器を取り入れることが重要であると示されている（文部科学省, 2020c）。 

生活科の基本的な学習課程は，①思いや願いをもつ，②活動や体験をする，③感じる・考える，

④表現する・行為する（伝え合う・振り返る）の順で展開される（文部科学省, 2017a）。生活科の学

習課程に応じた1人1台端末の活用事例について，文部科学省（文部科学省, 2020c）を参考に作成

した（表1）。 

思いや願いをもつ場面では 1 人 1 台端末に記録された画像の提示，活動や体験をする場面では 1

人1台端末のカメラ機能を用いた情報の記録，感じる・考える場面では 1人1台端末に記録した情

報の再生，表現する・行為する場面では1人1台端末のカメラ機能を用いた撮影やネットワーク機

能を用いた交流などの活用方法が考えられる。 
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表1 生活科の学習課程に応じた1人1台端末の活用事例 

 
 

 

実践事例（埼玉県久喜市立久喜東小学校第1 学年生活科） 

 

授業は2023年9月13日に埼玉県久喜市立久喜東小学校において実施された。当該校は文部科学

省のリーディングDX スクール事業の指定校であり，授業は校内教員に限らず広く公開された。リ

ーディングDXスクール事業は，「GIGA端末を活用する全国の学校が実践できる事例を創出するた

めに，小中高等学校約 200 校を指定し，GIGA 端末の標準仕様に含まれている汎用的なソフトウェ

アとクラウド環境を十全に活用した効果的な教育実践を創出・モデル化し，地域や校種を超えて全

国展開することで，全国すべての学校で ICTの普段使いによる教育活動」を推進するための事業と

されている（文部科学省, 2023b）。 

授業は第1 学年生活科，単元名「むしだいすき」である。当該校はリーディングDX スクール事

業の指定校であることから，児童は1年生であってもこれまでに端末を活用する経験を十分に有し

ている。具体的には，児童は 1 人 1 台の Chromebook を用いて，汎用的なクラウドベースのソフト

ウェアを日常的に活用している。 

授業について，設定された単元目標は下記の通りであった。 

 

・校庭での生きもの探しや教室での飼育を通して，虫などの小さな生きものに親しみをもつ 

・生きものがいろいろな場所で生きていることに気付く 

 

次に，設定された本単元における評価規準を示す。  



茨城大学全学教職センター研究論集(2023) 

 - 90 - 

 

【知識・技能】 

生きものの特徴やすんでいる環境，生きものも自分たちと同じように命をもっていることなど

に気付いている。 

【思考・判断・表現】 

生きものを探したり，飼ったりして，感じたことや観察したことなどを工夫して表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

校庭で虫などの生きものを探し，つかまえた生きものの飼い方を調べ大切にしようとしている。 

 

単元計画は次の通りである（表2）。単元計画に示されているように「課題の設定」「情報の収集」

「整理・分析」「まとめ・表現」といった探究的な学習の過程（文部科学省, 2017c）に沿って授業は

計画されている。小林ほか（2023）は，小学校の全ての教科において探究的な学習の過程に沿った

典型的な授業展開を示した授業指標を開発しているが，実際の授業における事例は示されておらず，

本事例の意義を確認できる。なお，公開授業の本時は全 7時間の単元の3時間目であった。 

 

表2 単元計画 

 

 

本時の学習展開は次の通りである（表3）。本時において，児童はChromebookを用いて，スライ

ド作成アプリ（Googleスライド），ホワイトボードアプリ（Jamboard），フォームアプリ（Googleフ

ォーム）を活用する。本時の学習課題は「むしがよろこぶすみかをかんがえよう」であり，生活科

の学習過程の感じる・考える場面に相当する。 
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表3 本時の展開 

 

 

授業の実際と考察 

 

（1）単元のゴールや学習計画を共有する 

 1 年生であっても探究的に学ぶことは，十分に可能であることを感じる導入場面であった。黒

８ 本時の展開

探究過程
（◯）学習活動
（・）児童の思考

ファシリテーター
と しての動き

留意点（・）
評価（◯）

※評価方法

時
間

（分）

課
題
の
設
定

見
通
し

◯本時間の課題、学習の流れを確
認する。

・見通しをもてるよう 、手順を言葉
と図で分かりやすく 提示する。

３

情
報
の
収
集

活
動

◯各グループの課題解決に向けた
活動

①グループ毎に流れを確認
＜役割分担を確認する＞

１ 調べるリーダー…紅帽子
２ まと めるリーダー…白帽子
②Goog le スライド から

情報を収集する。
・バッタは跳ぶから、高さ が必要
・水飲み場 食事場があったら、
う れしい →トレー キャップ
・かく れががあると いい→おちば
・空気が通る穴があると気持ちが
いい

・本質からずれないよう に声
を掛ける
・「むしがよろこぶ」「おもいや
りポイント」を大切にね。
・なんで、このをページを見て
いるの？
・この動画では、何が分かっ
た？

・「〜してあげたい」＝「おもいやり
ポイント」を大切にできるよう 、ス
ライドから必要な情報を集められ
るよう にする。( 目次・見出しの活
用)

・「○○に、〜と書いてあったよ。」
などの会話が生まれるよう に、ス
ライドを共有しておき、いつでも・
どこでも見られるよう にする。
・廊下に本スペースを設け、必要に
応じて、ページを撮影し、グループ
に持ち帰る。

３４
※
情
報
の
収
集
と
合
わ
せ
て

整
理
・
分
析

活
動

○すみかの設計図を作成する。
①すみかのなまえ

・ダンゴムシのひみつきち
・バッタのジャンプタワー など

②せっけいず

③ひつよう なもの
・ダンボール ・ペットボトル
・トレー ・キャップ など

④おも いやりポイント
・バッタは跳ぶから、高さ を作る
・喉が乾く から、水飲み場を作る

・本質からずれないよう に声
掛けをする。
・「むしがよろこぶ」 「おもい
やりポイント」を大切にね。
・なんで、これを作ろう と 思
ったの？
・なんで、ここに置こう と 思っ
たの？

・おもいやりポイントを聞き取
り、つかえそう なものがない
か声掛けをする。

・ジャムボード と画用紙( 写真に
撮って提出) のどちらかを選択し、
グループで共同編集がしやすい方
を使用する。

○情報収集をもとに、虫の気持ち
になって、設計図を作っている。
※ジャムボードに、４つの観点でま
とめている。

( 思考・判断・表現)

ま
と
め
・
表
現

振
り
返
り

◯振り返り
①虫の気持ちになって考えられた

( 理由)
・虫の気持ちになって、喜ぶすみか
を考えることができました。

②新しく わかったことがあった
( 理由)

・スライドをみて、虫が好きなもの
や場所が分かりました。

・振り返りの観点を意識でき
るよう に、声掛けをする。

・すみかの設計図ができたことを
確かめ、次時にすみかを作ると い
う 期待を高めさ せる。
・追加で必要になる材料があった
グループは、持ってく るよう 声か
けをする。 ８

むしがよろこぶ すみかをかんがえよう 。

▶▶単元目標
①「生きものに親しみをもつ」

例

①すみかのなまえ
②せっけいず
③ひつよう なもの
④おもいやりポイント

( １) 目標：スラ イド から の情報収集をもと に、虫の気持ちになって、設計図を作ること ができる。 ( 思考・判断・表現)

( ２) 展開
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板には，探究的な学習の過程において重視される単元のゴール（目標）及び本時が3時間目の学習

であることが明示されていた（図2）。単元のゴールに加えて，本時のめあてが示され，どのような

学習が成立すれば A 評価であるかについて教師から説明されていた。さらに，「まなびのてびき」

として，本時の展開予定が示されている。本時の展開においても，授業者は探究的な学習の過程を

意識していることが伺えた。 

 

 

図2 単元のゴール等を示した掲示物 

 

児童が探究的に学ぶためには，単元の学習を終えた際の姿，できるようになっていて欲しいと期

待すること等を目標として示すことや，目標を達成するためにどの程度の時間を費やすことができ

るのか，毎時間どのようなことを学ぶのかといった学習計画を学習者と共有することの重要性を指

摘できる。 

 

（2）児童が試行錯誤できる学習環境を用意する 

本時の学習課題「むしがよろこぶすみかをかんがえよう」に取り組むために，教材としてホワイ

トボードアプリ（Jamboard）内に「ざいりょうのたな」が用意されていた。「ざいりょうのたな」に

は，木，土，砂，葉っぱ等の虫のすみかに関連するイラストと共に，キャベツ，くさ，リンゴ等の

えさに関するイラストが用意されていた。またイラストで準備できないすみかやえさについては，

付箋紙を模したカードに言葉（例：しらす）を書くことで代替していた（図3）。 

また，用意された学習環境を用いてどのように学習を進めるのかについて，授業者はモデルを示

すことで，児童自身で学習を円滑に進められるように配慮していた（図 4）。 
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図3 授業者によって用意された「ざいりょうのたな」 

 

 

図4 学習活動のモデルを示す教師 

 

授業中盤，学習課題の解決に向けて意欲的に取り組む児童の様子が見られた。端末の操作に戸惑

う様子は確認されず，全員が学習を進行できていた（図5）。また，全員が同じように端末の操作を

行うのではなく，書籍をもとに調べたことを反映させようとする姿や，家庭学習として調べてきた

ノートをもとにその内容を友だちに伝えようとする姿が確認できた。 

児童一人一人が試行錯誤しながら学習課題の解決に向けて追究しており，個別最適な学びが実現

されている学習活動であった。このような学びの姿は複線型の授業と呼ばれ，探究的な学びを実現

する際の重要な学習展開と指摘されている（高橋, 2022）。 

学習が進行するにつれて，児童は意欲的に取り組んでいるからこそ，端末上でむしのすみかをつ

くることに注力してしまう。その様子を見取った授業者は，「むしがよろこぶこと」「思いやりポイ

ント」を大切にしようと呼びかけ，本時のねらいから児童の意識がずれないように留意していた。
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加えて，作成中のすみかに対して「なぜこれをつかったのか」「なぜこれをつくったのか」「なぜこ

こに置こうと思ったのか」と児童に問いかけることで，本時のねらいに即して思考するように留意

していた。 

 

 

図5 端末を操作しすみかを考える児童 

 

（3）学習内容を振り返る 

授業の終盤には，学習の振り返りを行う時間が確保されていた。振り返りはGoogleフォームを用

いて実施された。児童はローマ字入力を学習していないため，基本的には選択式のフォームが用い

られていた。氏名を選択後に本時のねらいであった「むしのきもちになってかんがえられたか」と

いう問いに対して，5 段階で評価する。次に「わけをかきましょう」では，手書き入力で対応して

いた（図6）。 

 

 

図6  Googleフォームを用いた振り返り 
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他者からの学びをもとにして，自らの考えや理解を更新する深い学びを実現するためには，振り

返りという学習活動は不可欠である。また自分事として意欲的に学びを進める主体的な学びの実現

においては，情意面の感想に留まらない質の高い振り返りが必要である。そのためには，児童の振

り返りについて，授業者が把握し，適切なフィードバックを返していくことが求められる。 

その際，端末を用いて振り返りに取り組むことで，入力された内容はデジタルデータとして並び

替えたり一覧したりすることができ，内容の把握が容易になる。内容の把握が容易になれば適切な

フィードバックを返しやすくなる。また，デジタルデータであるから蓄積が容易であり，蓄積され

たデータをもとに授業者は自らの授業改善につなげることが可能となる。端末を用いて振り返りを

行う取組はすでに複数報告されており，その有効性が示されている（小林ほか, 2022，髙松ほか, 2023

等）。本授業においては，入力された振り返りがその後どのように扱われたかまでは明らかにできな

かった。しかしながら，第1学年の児童にとって，自らの学びを振り返ることは十分に可能であり，

端末を用いることで，ワークシート等に手書きするよりも短時間で取り組めることを確認できた。 

 

 

おわりに 

 

本稿においては，第一筆者が文部科学省の任命する学校DX 戦略アドバイザーとして関わった埼

玉県久喜市立久喜東小学校で行われた第1学年生活科の授業について，授業の実際及び成果と課題

について報告した。 

GIGA スクール構想について基本的な事柄を確認し，学習指導要領が要請する探究的な学びの姿

を概観した後に，具体的事例として，第1学年生活科単元名「むしだいすき」の事例をもとに，単

元のゴールや学習計画を共有する，児童が試行錯誤できる学習環境を用意する，学習内容を振り返

るといった3つの視点から，個別最適な学びを実現する等の授業づくりの要点を考察した。また，

GIGAスクール環境である1人1台端末及びクラウドを活用することの重要性を示した。 

第1学年においては，幼児期の終わりまでに育って欲しい姿を手がかりにして，義務教育が適切

に開始できることを期待したスタートカリキュラムを実施することの重要性が指摘されている。ま

た，幼児教育において ICTを活用することの効果も示されている（廣瀬・藤村, 2022）。したがって，

生活科における GIGA スクール構想によって整備された学習環境を活かした学びの実際について，

多様な実践を今後も継続して蓄積することが期待される。 

最後に本稿における研究上の課題として，本稿では事例に対して主観的な評価に留まった。今後，

客観的な指標をもとにして，教育実践の成果と課題を蓄積することが必要である。 
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